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家庭学習の充実に向けて 

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課  

１ はじめに（本県の家庭学習の状況）                           

  本県では、「熊本の学び推進プラン（令和元年１２月）」第５章において、「自ら計

画を立てて、自ら学ぶ子供たちに」なるために、家庭と連携し、子供が自ら取り組

む家庭学習を目指す取組を示しているところです。 

  現在、各学校では、実態に応じて家庭学習の時間や内容、目標を子供自身が立て

る取組を行ったり、統一した「家庭学習の手引き」等を家庭に配付したりするなど、

家庭学習の充実に向けた取組が行われています。近年は、特に、１人１台端末を活

用した家庭学習に取り組んだり、授業と家庭学習を連動させた取組を行ったりする

など、子供たちの学びに向かう力をより高める工夫がなされています。 

一方で、全国学力・学習状況調査結果（※【表 1】参照）では、「家で自分で計画

を立てて勉強をしている」児童生徒の割合は小中学校共に減少傾向にあり、家庭学

習への主体的な取組状況に課題が見られています。 

 

このような状況の改善に向けては、子供自身が学校での学びと家庭学習とのつな

がりを意識し、学校での学びを振り返り、自分で家庭学習の計画を立てて取り組む

力を身に付ける取組など、子供たちが主体的に行う家庭学習への支援が大切です。

また、そのことに併せて、教師は子供が主体的に行った家庭学習に対して、適切な

見取りを行い評価する（子供たちが自らの学びを実感できる）ことが重要です。 

今回、子供の主体的な学習習慣形成に向けて、これまで多くの学校から提供いた

だいた取組事例等を基に、各学校の今後の取組の参考となるよう、家庭学習の充実

を図るためのポイント等を作成しました。各学校の実態に応じた特色ある取組がさ

らに充実するための参考として御活用ください。 

 

全国学力・学習状況調査による家庭学習の状況 

 
【表 1】 
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２ 家庭学習の充実を図るためのポイント                       

※「熊本の学び推進プラン」や「熊本の学び」取組事例集に掲載されている家庭

学習についての各学校の工夫された取組事例を基に、家庭学習の充実を図るた

めのポイントを紹介します。 

 

（１）子供自ら家庭学習の計画を立てて取り組める工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

【参考】≪発達段階に応じた学習時間や内容の系統例≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】≪家庭学習計画例≫ 

  

 家庭学習の計画を自分で立てたり、それを見直したりすることで、自分の学

びに見通しをもち、自分に必要な学習を考えたり、効率的に学習を行ったりす

ることができるようになります。 

（菊池市立七城小学校） 

（和水町立菊水小学校・菊水中学校） 

〇家庭学習プランを毎週

作成し、活用 

〇小中学校と家庭が協力する

９年間を見据えた「家庭学

習指導計画」の配付 

〇「家庭での関わり方」「先生

の関わり方」の明示 

令和３年度「熊本の学び推進プラン」 

取組事例集（第５章）より 

令和２年度「熊本の学び推進プラン」 

取組事例集（第５章）より 
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（２）自主学習ノートの活用を図りましょう。 

 

  

 

 

 

 

【参考】≪自主学習ノートの取り組み方の例≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自主学習ノート」は、子供が主体的に学習に取り組む習慣を身に付けるた

めのツールです。学校で学んだことの定着を図ったり、学んだことから派生し

た興味・関心をさらに広げ、深めたり、学ぶこと自体を楽しんだりするために

活用します。 

（津奈木町立津奈木小学校） 

〇「家庭学習６つの約束」を

低・中・高学年ごとに統一し

て活用 

令和３年度「熊本の学び推進プラン」 

取組事例集（第５章）より 

（天草市立本渡北小学校） 

〇児童に右の「自主学

習ノートの取り組み

方」を配付し、ノー

トの使い方や記述内

容を示す。 

「熊本の学び推進プラン」 

（第５章）p.97 より 
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（３）家庭学習でＩＣＴ端末を活用しましょう。 

  

 

 

 

 

【参考】≪ＩＣＴの活用例≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭学習でのＩＣＴ端末の活用により、子供一人一人に応じた学習課題に取

り組む機会となり、子供自身で学習が最適となるよう調整する「学習の個性

化」を図ることができます。 

（氷川町立竜北西部小学校） 

 

〇子供たちの実態に応じた

家庭学習での学習支援ソ

フト、デジタル教科書、

デジタルドリル等の活用 

令和４年度「熊本の学び推進プラン」及び

「熊本の学び」AP 取組事例集（第５章）より 

（山鹿市立米野岳中学校） 

 

〇ＩＣＴ端末を活用した学校での学びと家

庭学習との連動（学校での計画→家庭で

の調理実習の実施→学校での感想発表） 

〇家庭学習での音読の動画撮影 

〇新聞記事等への感想のオンライン

提出及び共有 

（南小国町立りんどうヶ丘小学校） 

令和５年度「熊本の学び」取組事例集（第５章）より 

（宇城市立河江小学校） 

 

〇県学調等の問題バンクの家庭学習

への活用 
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（４）家庭学習を適切に見取り、評価しましょう。 

  

 

 

 

 

【参考】≪家庭学習の見取りの工夫例≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 見取りの基本は、子供たちが取り組んでいることに対して、認め、ほめ、励ま

し、伸ばしていくことです。その上で、子供一人一人の実態を丁寧に見取りなが

ら、その子に合った量や時間、内容をアドバイスすることが大切です。 

（山江村立山田小学校） 

令和５年度「熊本の学び」取組事例集

（参考指標２）より 

（山都町立矢部中学校） 

〇端末上のシートに生徒が家

庭学習計画表を作成し、それ

に学習したことを紐付けし

て提出 

〇翌日の朝自習に教師が確認

し、生徒と意見交換する時間

を設定 

〇自学ノートへのコメント例を全職員で共通理解 

令和２年度「熊本の学び推進プラン」 

取組事例集（第５章）より 

家庭学習の見取りは大切ですが、毎日すべての子供たちの学習内容を見取っ
ていくことはたいへんです。見取りの方法や評価の在り方を工夫していくこと
も考えられます。 
（例）・見取りをチームで行う ・見取りの頻度や一日当たりの見取りの人数を変える 

・スタンプを確認の印とする ・口頭で感想やアドバイスを伝える 等 
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３ 参考資料                            

※上記に紹介した以外でも、県内の学校での家庭学習に関する工夫された実践が紹介

されています。 

 

 

 

 

 

※文部科学省のウェブページには、家庭学習に使える活用事例が具体的に掲載されて

います。 

  

 

 

 
 

 

 

熊本県教育委員会ウェブサイト 

令和２〜5 年度「熊本の学び」取組事例集（第５章） 

https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/list179-665.html 
R５ R３ R４ R２ 

文部科学省 StuDX Style ウェブサイト 

https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年８月） 

 


